生物基礎２-３
呼吸～ミトコンドリアはＡＴＰを再合成する場～
　　　年　　　組　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【目的】　次のことが分かる。

①　すべての生物は有機物を分解して得られるエネルギーを利用してＡＴＰを合成している。
②　呼吸は真核細胞内のミトコンドリアで行われている。
【目標】　次の目標を全員達成する。

①　消費されたＡＴＰはどのように再合成されるか説明することができる。

②　呼吸のために用いる有機物を植物はどのように得ているか説明できる。
③　呼吸のために用いる有機物を植物以外の生物はどのように得ているか説明できる。
【ポイント】　日常会話で使われる「呼吸」とは意味が異なる（つながっているけど）。

「呼吸を止めてください」と言われたら、みなさんならどうしますか？おそらく、息を止めるでしょう。確かにこれは「呼吸」を止めることに他なりません。しかし、今日学習する「呼吸」は少し意味が異なります。意味を区別するために、息を吸ったり吐いたりする呼吸を「外呼吸」と呼ぶことにします。それに対して、今日学ぶ呼吸は「内呼吸」とか「細胞呼吸」と呼んだりします。
分解されたＡＴＰは分解されたまま？
ＡＴＰを分解して得られるエネルギーで生物は生きていますが、細胞内のＡＴＰの量には限りがあります。ＡＴＰをすべて消費してしまったら、エネルギーを得ることができなくなり、生物は死んでしまいます。では、どうしたら死なずに生きることができるか。それは、ＡＤＰとリン酸から再びＡＴＰを合成することで可能となります。ではどのようにＡＴＰは再合成されているのでしょうか。
　　　　　　　有機物から化学エネルギーをとりだす。
何かを合成するにはエネルギーが必要になります。このときのエネルギーを化学エネルギーと呼びます。ＡＤＰとリン酸からＡＴＰを合成するためにも、化学エネルギーが必要になります。ここでの化学エネルギーは有機物（主にグルコース（ブドウ糖））を無機物（二酸化炭素と水）に分解する過程で得ることができます。有機物にはたくさんの化学エネルギーが含まれているのです。細胞の中で有機物から化学エネルギーをとりだし、そのエネルギーを使ってＡＴＰを再合成しています。この一連の化学反応を「呼吸」と呼びます。真核生物の場合、有機物を分解するときに酸素を使います。これで、生物は安定して生きていくことができるわけですね。ちなみに、化学反応式で表すと以下のようになります。
　　　　　　　　Ｃ６Ｈ１２Ｏ６　＋　６Ｏ２　　→　　６ＣＯ２　＋　６Ｈ２Ｏ
　　　　　　　グルコース　　　　酸素　　　　二酸化炭素　　　水

　　　　　　　有機物はどこからやってくるのか。

　　　　　　　  有機物から化学エネルギーを取り出すと述べましたが、有機物は無機物に分解されてしまうわけで、これにも限りがあります。どのようにして、有機物を得ているのでしょうか。これは、生物の種類によって異なってきます。植物の場合と植物以外の生物の場合に分けて考えて見ましょう。
【課題】　

１．消費されたＡＴＰはどのように再合成されるか説明しなさい。
２．外呼吸で取り込んだ酸素は我々のからだの中でどのように消費されているのか順を追って説明しなさい。
３．生物はどのように有機物を得ているのか。植物と植物以外で答えよ。
